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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 

 一日の時間を測る概日時計は，約 24時間周期で変化する地球環境に同調し，あらかじめその変化を予測する

ための生物時計機構である。概日時計はバクテリア，菌類，植物，動物において同定されており，多くの生物種

で保存されていることから，生物の生存において重要な役割があると考えられている。 

 概日時計は一日の環境変化を正確に予測するために環境に同調することができる。光や温度は明瞭な 24 時

間周期の変化をすることから，概日時計の重要な環境同調因子である。しかし，光や温度の他にも環境同調因

子が存在することが長らく議論されてきた。そこで本研究では， 社会的な個体間相互作用が概日時計の同調因

子と成り得るかどうかについて，すぐれたモデル生物であるキイロショウジョウバエを用いて研究を行った。 

 キイロショウジョウバエのオスとメスは交尾行動という比較的単純な個体間相互作用をもつ。ショウジョウバエ

のオスとメスをそれぞれ同じスペースで飼育した場合，両者の歩行活動リズムに大きな影響が現れた。まず夜間

の活動量が大幅に増加し，一日を通しても活動量が高まった。これらの活動リズムへの変化は，オスとオスの組

合せやメスとメスの組合せでは見られなかった。さらに，時計突然変異体 perS 系統を用いて実験を行なった。

perS系統では概日リズムが 19 時間の短周期となる。perS系統のオスと野生型のメス，もしくはその逆の組合せ

による活動リズムの解析より，オスの活動リズムがメスのリズムに影響されていることが明らかになった。オスの

交尾行動を遺伝的に抑制した場合には，オスの活動リズムには影響がなかったことから，交尾行動を介して，オ

スの活動リズムがメスの存在により影響を受けていると結論付けることができる。 

 次に，ショウジョウバエの脳内のどの時計細胞がメスの存在により影響を受けているのかを明らかにするため

に，時計タンパク質 PDP1 の発現リズムを各時計細胞群で解析した。その結果，オスの時計細胞群の一部である

脳背側の DN1 細胞群がメスの存在により影響を受けていることがわかった。以上の結果より，キイロショウジョウ

バエの交尾行動は概日時計に影響を与える環境因子であることが明らかになった。 
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欧文概要 ＥＺ 
 

Animal circadian clocks synchronize to light and temperature, which are important environmental 

time cues (Zeitgebers) for the clocks. It has been debated whether there are environmental time cues 

other than light and temperature. In this study we attempted to reveal whether sexual interactions of 

the fruit fly Drosophila melanogaster are able to influence behavioral rhythms. When two flies of 

opposite sex were placed in a recording house, the circadian activity rhythms of the two flies were 

different from the sum of the activity of single male and female flies: more active in the night and 

morning, more active during females’ active phase, and less active during males’ active phase. These 

effects on the activity rhythms are suppressed when mating behavior of the male flies was 

suppressed by a genetical tool. Furthermore, a clock protein cycling in the DN1 pacemaker neurons 

in the male brain were slightly influenced by the presence of female flies. Thus, we concluded that the 

sexual-interactions can serve as a weak Zeitgeber for the circadian clock in Drosophila melanogaster.  

 

 


